
                          

あ
の
人
は
善
い
人
だ
と
か
悪
い
人

だ
と
か
、
優
秀
だ
と
か
そ
う
で
は
な

い
と
か
、
最
近
そ
う
い
う
こ
と
は
な

る
べ
く
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 

現
代
社
会
で
は
、
と
り
わ
け
経
済

活
動
を
す
る
上
で
、
「
評
価
」
を
欠

か
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
物
や
体
験
、
サ
ー

ビ
ス
等
の
商
品
に
は
必

ず
価
格
が
求
め
ら
れ
、

そ
れ
即
ち
評
価
で
あ

る
。
人
材
も
同
様
で
、

そ
の
評
価
に
よ
っ
て
報

酬
が
決
ま
る
。 

 

現
代
で
は
さ
ら
に
、

飲
食
店
も
企
業
も
病
院

さ
え
も
、
ネ
ッ
ト
上
で

口
コ
ミ
や
星
の
数
を
以

っ
て
評
価
さ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
個
人

間
で
「
い
い
ね
」
の
数
が
競
わ
れ
て

い
る
。
テ
レ
ビ
は
今
日
も
何
か
の
話

題
を
評
論
し
、
視
聴
者
も
ま
た
そ
の

内
容
に
善
悪
や
優
劣
を
つ
け
る
。
ち

ょ
っ
と
評
価
の
し
過
ぎ
で
は
？
と
感

じ
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。 

 

境
内
の
自
然
に
目
を
向
け
て
み
る

と
、
花
も
草
木
も
た
だ
そ
こ
に
あ
る

だ
け
だ
。
互
い
に
美
し
さ
や
大
き
さ

を
競
う
な
ん
て
そ
ん
な
こ
と
は
し
て

い
な
い
。
た
だ
あ
り
の
ま
ま
に
あ
る

の
み
、
そ
れ
だ
け
で
素
晴

ら
し
い
。
そ
こ
に
は
当
然
、

善
悪
も
優
劣
も
な
い
。 

 

人
間
だ
っ
て
本
来
は
そ

う
だ
。
産
ま
れ
て
き
た
、

今
生
き
て
い
る
、
そ
れ
だ

け
で
素
晴
ら
し
い
で
は
な

い
か
。
も
ち
ろ
ん
現
代
社

会
を
生
き
る
以
上
、
今
さ

ら
善
悪
や
優
劣
と
い
っ
た

評
価
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
同
時
に
そ

れ
が
自
ら
を
苦
し
め
る
原
因
で
あ
る

こ
と
に
も
敏
感
で
あ
り
た
い
。 

 

自
信
や
自
己
肯
定
感
を
持
て
な
い

人
が
多
い
と
聞
く
が
、
そ
う
い
う
人

に
は
ぜ
ひ
伝
え
た
い
。
あ
な
た
は
、

素
晴
ら
し
い
の
だ
。
（
龍
） 
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秋 の 祭 

り 
10 月 15 日（土）17 時 00 分～20 時 30 分  於 長泉寺境内 

「白須賀観音夏まつり」が延期となったため、秋に同様のお祭を開催いたします。 
お楽しみステージ、屋台出店、豪華景品があたる大抽選会など、盛りだくさんの内容です。 

ぜひ多くの方々にお越しいただきたく、皆様にご案内申し上げます。 



弘
法
大
師
降
生
慶
祝 

青 

葉 

ま 

つ 

り 
六
月
十
五
日
、
岡
山
市
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

降ご
う

誕た
ん

会か
い

（
真
言
宗
岡
山
結
衆
寺
院
）

は
、
宗
祖
弘
法
大
師
の
御
誕
生
を
慶

祝
す
る
た
め
毎
年
恒
例
の
表
題
法
会

を
金こ

ん

剛ご
う

寺じ

（
磨
屋
町
）
に
て
奉
修
し

ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
前
は
多
く
の
ご
参
拝
者
と

と
も
に
、
誕た

ん

生
じ
ょ
う

佛ぶ
つ

に
甘あ

ま

茶ち
ゃ

を
濯そ

そ

ぎ
、

法ほ
う

会え

、
法
話
、
清せ

い

興
き
ょ
う

、
く
じ
引
き

な
ど
で
賑
わ
う
の
で
す
が
、
こ
こ
三

年
は
無
参
拝
形
式
で
の
開
催
と
な
っ

て
お
り
、
本
年
も
同
会
僧
衆
お
よ
び

金
剛
寺
総
代
世
話
人
様
方
の
み
で
の

奉
修
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
三
筆
に
数
え
ら
れ
る
な
ど

能
書
家
で
あ
っ
た
弘
法
大
師
に
ち
な

ん
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
子
ど
も
書

道
展
」
で
は
、
本
年
よ
り
三
宅
鏡
華

書
道
教
室
（
北
区
内
山
下
）
様
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
、
多
く
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

来
年
は
弘
法
大
師
誕
生
一
二
五
〇

年
と
い
う
記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。

特
別
行
事
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。 

 

 

檀
信
徒
合
同 

盂
蘭
盆
総
供
養 

毎
年
恒
例
の
檀
信
徒
合
同
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

総そ
う

供く

養よ
う

法ほ
う

会え

を
八
月
十
五
日
午
前
九

時
よ
り
奉
修
。
本
年
は
、
檀
信
徒
精

霊
を
供
養
す
る
た
め
に
今
春
建
立
さ

れ
た

玉
ぎ
ょ
く

佛ぶ
つ

堂ど
う

が
道
場
と
な
り
ま
し

た
。 法

会
は
、

龍
り
ゅ
う

門も
ん

住
職
が
仏
前
に

回え

向こ
う

文も
ん

を
奉
読
す
る
と
と
も
に
、
僧

衆
が

声
し
ょ
う

明
み
ょ
う

お
よ
び
理り

趣し
ゅ

経
き
ょ
う

を
奉

唱
し
、
過
去
精
霊
に
回え

向こ
う

を
捧
げ
ま

し
た
。
ご
参
拝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

寺
子
屋
文
化
講
座 

八
月
三
十
一
日
、
岡
山
県
立
記
録

資
料
館
の
元
館
長
で
あ
る
在あ

り

間ま

宣の
ぶ

久ひ
さ

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
明
治
時

代
に
敷
か
れ
た
山
陽
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ

山
陽
本
線
）
の
開
通
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

在
間
先
生
は
、
年
表
や
当
時
の
新

聞
記
事
な
ど
を
ま
と
め
た
詳
細
な
資

料
を
基
に
、
山
陽
鉄
道
を
は
じ
め
岡

山
県
内
に
お
け
る
鉄
道
事
情
に
つ
い

て
詳
し
く
お
話
を
下
さ
い
ま
し
た
。 

             



夏
ま
つ
り
の
延
期 

並
び
に 

代
替
祭
の
開
催
に
つ
い
て 

 
 七

月
十
七
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
「
白し

ら

須す

賀が

観か
ん

音の
ん

夏
ま
つ
り
」
は
、

主
催
関
係
者
に
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が
出

て
し
ま
っ
た
た
め
、
急
遽
開
催
を
見

送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
い

て
は
、
同
様
の
お
祭
を
十
月
十
五
日

に
「
白
須
賀
観
音
秋
の
祭
」
と
し
て

再
開
催
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
当
祭
の
開
催
に
際
し
、
多

く
の
檀
信
徒
ご
各
位
よ
り
協
賛
寄
付

金
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

賜
り
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  ◆
協
賛
寄
付
者
御
芳
名  

※
受
付
順
・
敬
称
略  

田
邊
善
治
（
四
御
神
）
・
人
見
和
幸
（
上

中
野
）
・
人
見
雅
子
（
上
中
野
）
・
人
見
友

佳
子
（
上
中
野
）
・
人
見
禎
昭
（
上
中
野
） 

・
人
見
紗
波
（
上
中
野
）
・
日
下
信
次

（
東
村
山
市
）
・
楫
野
浩
子
（
奉
還
町
）
・

水
谷
景
子
（
広
瀬
町
）
・
原
田
清
子
（
穝

東
町
）
・
小
林
虎
男
（
南
方
）
・
渡
邉
秀
明

（
大
和
町
）
・
乙
竹
健
二
（
富
田
町
）
・
湯

浅
章
夫
（
津
高
）
・
渡
邉 

進
（
南
方
）
・
稲

田
公
子
（
津
島
福
居
）
・
小
林
忠
彦
（
広

瀬
町
）
・
行
本
美
子
（
穝
東
町
）
・
英 

則
幸

（
浜
）
・
時
吉
正
志
（
下
伊
福
上
町
）
・
高

見
智
子
（
赤
磐
市
）
・
野
田
秀
子
（
長

岡
）
・
白
神
勝
彦
（
円
山
）
・
近
藤
正
一

（
東
畦
）
・
小
林
閑
子
（
野
田
）
・
清
水
恭

子
（
万
成
東
町
）
・
北
川
喜
信
（
浜
野
）
・

石
井
誠
（
北
方
）
・
信
部
淳
子
（
広
瀬

町
）
・
間
健
一
（
新
保
）
・
難
波
忠
夫
（
海

吉
）
・
石
村
邦
子
（
南
方
）
・
丸
山
惣
一

（
竹
田
）
・
増
田
耕
一
郎
（
海
吉
）
・
高
田

聖
三
（
瀬
戸
町
）
・
佐
藤
恭
子
（
白
石
）
・

黒
住
ト
シ
子
（
山
崎
）
・
朝
森
喜
久
子

（
新
保
）
・
難
波
節
子
（
玉
野
市
）
・
浅
尾

む
つ
眸
（
伊
福
町
）
・
越
田
美
幸
（
周
南

市
）
・
村
田
昭
功
（
松
山
市
）
・
遠
藤
英
弘

（
首
部
）
・
沖
田
武
司
（
下
）
・
町
田 

侃

（
東
畦
）
・
小
林
志
保
子
（
福
岡
市
博
多

区
）
・
仲
田
知
行
（
大
安
寺
東
町
）
・
福
原 

強
（
中
井
）
・
則
兼
秀
雄
（
伊
福
町
）
・
西

岡
昭
恵
（
倉
益
）
・
井
上
セ
ツ
子
（
原
尾

島
）・
奥 

昭
恵
（
南
方
）・
谷 
二
三
子
（
穝

東
町
）
・
田
渕
和
邦
（
西
古
松
）
・
万
代 

弘

（
津
島
東
）
・
川
上
咲
子
（
津
高
）
・
浜
本

忠
義
（
関
）
・
山
下
弘
子
（
高
屋
）
・
服
部

静
代
（
中
井
）
・
西
岡
俊
人
（
南
方
）
・
家

守
徑
子
（
兵
団
）
・
福
原
貞
子
（
南
方
）
・

浮
田
浩
自
（
津
島
西
坂
）
・
登
尾
美
行

（
宿
）
・
萱
原
重
子
（
南
方
）
・
浦
上 

洋

（
足
守
）
・
田
中
幸
治
（
万
倍
）
・
西
﨑
俊

男
（
津
島
新
野
）
・
西
山
由
美
（
北
方
）
・

古
南
隆
子
（
西
川
原
）
・
大
橋
千
代
子

（
四
御
神
）
・
安
宅
大
祐
（
広
瀬
町
）
・
大

橋
淳
男
（
倉
富
）
・
川
西
正
勝
（
海
吉
）
・

岡
田
美
穂
（
大
和
町
）
・
川
上
節
夫
（
広

瀬
町
）
・
松
田
恭
子
（
福
田
）
・
石
谷
秀
敏

（
土
田
）
・
村
松
律
子
（
大
和
町
）
・
髙
橋

百
合
子
（
大
安
寺
東
町
）
・
尾
上
周
子

（
出
石
町
）
・
玖
村 

勝
（
津
島
京
町
）
・
坪

田
和
之
（
青
江
）
・
前
原 

肇
（
乙
多
見
）
・

伊
達
浩
子
（
芳
泉
）
・
笹
山
善
男
（
富

田
）
・
笠
井
照
子
（
東
島
田
町
）
・
藤
村
健

二
（
新
保
）
・
大
畑
二
三
信
（
野
田
）
・
瀧

川
多
珠
子
（
津
島
東
）
・
片
岡
国
雄
（
津

島
東
）
・
川
上
登
志
夫
（
横
井
上
）
・
源
根

秀
実
（
江
崎
）
・
石
原
縉
吾
（
関
）
・
草
地

幸
子
（
南
方
）
・
松
下
順
子
（
竹
田
）
・
高

杉
泰
彦
（
南
方
）
・
定
清 

勇
（
下
中
野
）
・

長
江
太
郎
（
広
瀬
町
）
・
白
岩
あ
け
み

（
西
川
原
）
・
門 

芳
信
（
岩
井
）
・
水
島
純

子
（
津
倉
町
）
・
中
村
希
典
（
矢
坂
本

町
）
・
中
塚
弘
章
（
西
川
原
）
・
伊
藤
圭
子

（
加
茂
）
・
三
宅
恒
夫
（
津
島
西
坂
）
・
林

田
和
明
（
桑
田
町
）
・
乾 

義
之
（
広
瀬

町
）
・
野
﨑 

豊
（
番
町
）
・
石
井
司
朗
（
北

方
）
・
嘉
数
英
美
（
下
伊
福
）
・
川
合
愛
子

（
門
田
文
化
町
）
・
西
田
美
智
子
（
祇

園
）
・
小
林
幸
恵
（
幸
町
）
・
大
西
博
子

（
城
東
台
西
）
・
小
原 

泰
（
大
和
町
）
・
山

田
紀
香
（
国
体
町
）
・
中
尾
典
子
（
高

島
）
・
福
本
伸
一
（
倉
敷
市
）
・
安
達
泰
昌

（
出
石
町
）
・
荒
木
重
年
（
関
）
・
岡 

恒
夫

（
番
町
）
・
穐
田
哲
也
（
楢
津
）
・
杉
山
勝

美
（
南
方
）
・
小
林
幸
治
（
西
川
原
）
・
小

林
賢
治
（
西
川
原
）
・
田
原
義
夫
（
平

山
）
・
武
元
幸
子
（
鏡
野
町
）
・
福
池
忠
重

（
西
古
松
）
・
則
本
浩
之
（
学
南
町
）
・
表

谷
久
美
子
（
雄
町
）
・
下
石
八
重
子
（
青

江
）
・
橋
本
時
夫
（
万
成
西
町
）
・
大
熊
勇

司
（
清
水
）
・
田
中 

強
（
四
御
神
）
・
寺
谷

定
香
（
広
瀬
町
）
・
重
利
保
男
（
広
瀬

町
）
・
井
上 

大
（
三
門
中
町
）
・
横
田
喜
代

子
（
津
島
本
町
）
・
杉
山
花
子
（
昭
和

町
）
・
本
城
園
子
（
当
新
田
）
・
原
田
祐
子

（
上
道
北
方
）
・
久
住
桂
子
（
美
咲
町
）
・

安
井
由
美
子
（
津
島
西
坂
）
・
金
井
政
晴

（
広
島
市
）
・
湯
之
上
良
光
（
三
野
本

町
）・
酒
井 

勉
（
芳
賀
）・
豊
田 

實
（
津
島

新
野
）
・
東
泉
藤
夫
（
新
保
）
・
桂
木
愛
子

（
玉
柏
）
・
白
井
輝
義
（
浦
安
西
町
）
・
秋

庭
隆
志
（
津
島
東
）
・
須
藤
篤
子
（
番

町
）
・
谷 

芳
樹
（
首
部
）
・
内
部
清
美
（
東

京
都
杉
並
区
）
・
中
野
弘
子
（
妹
尾
）
・
妹

尾
フ
キ
ヨ
（
宿
）
・
柿 

碧
（
西
之
町
）
・
金

井 

勇
（
万
倍
）・
金
田 

勉
（
内
山
下
）・
西

尾
新
一
（
万
成
西
町
）
・
真
部 

晃
（
大
和

町
）
・
山
本
弘
敏
（
富
田
町
）
・
谷
口
悦
朗

（
妹
尾
）
・
山
田
美
登
里
（
佐
山
）
・
津
田

千
代
美
（
津
島
南
）
・
香
川
和
道
（
田

益
）
・
難
波 

剛
（
国
府
市
場
）
・
川
島
義
之

（
四
御
神
）
・
伊
賀
禮
子
（
赤
磐
市
）
・
長

畑
高
弘
（
原
尾
島
）
・
渡
辺
艶
子
（
京

山
）
・
大
熊
真
理
子
（
浜
）
・
岡
千
代
子

（
湊
）
・
中
川
清
志
（
南
方
）
・
小
西 

武

（
一
宮
）
・
岡
本
延
枝
（
津
島
東
）
・
氏
名

記
載
無
し
一
名 

     



平
和
の
鐘
を
な
ら
そ
う
！ 

 
 

 
岡
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
池
田
満
之

会
長
）
が
毎
年
八
月
十
五
日
に
当
山

境
内
で
行
っ
て
い
る
「
平
和
の
鐘
を

な
ら
そ
う
」
の
第
二
十
三
回
目
が
、

本
年
も
例
年
同
様
に
開
催
さ
れ
、
市

内
の
学
生
ら
約
七
十
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。 

 

同
行
事
は
、
国
連
が
「
二
〇
〇
〇

年
を
平
和
の
文
化
国
際
年
」
と
定
め

た
こ
と
か
ら
、
寺
院
や
教
会
の
鐘
を

突
い
て
平
和
を
祈
ろ
う
と
全
国
の
ユ

ネ
ス
コ
協
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。 

 

今
年
は
特
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

が
大
き
な
懸
念
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
難
民
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ア

ム

ダ

の
難
波
妙た

え

理
事
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
若
い
世
代
へ
向
け
た
ご

講
演
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

難
波
さ
ん
は
今
春
ウ
ク
ラ
イ
ナ
隣

国
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
出
向
き
、
避
難

し
て
き
た
多
く
の
方
を
支
援
さ
れ
、

そ
の
経
験
を
学
生
ら
に
お
伝
え
下
さ

い
ま
し
た
。 

  

お
せ
が
き
行 

 

八
月
二
十
日
、

甲
か
ぶ
と

山や
ま

神か
ん

呪の
う

寺じ

（
兵
庫
県
西
宮
市
）
様
へ
出
向
き
、

同
寺
境
内
展
望
台
に
て
施せ

餓が

鬼き

供く

養よ
う

法ほ
う

会え

を
奉
修
し
ま
し
た
。 

 

同
法
会
は
、
餓
鬼
仏
に
供
養
を
施

し
、
萬
霊
並
び
に
檀
信
徒
先
祖
代
々

精
霊
に
回
向
を
捧
げ
る
た
め
の
法
会

で
す
。
例
年
、
各
地
へ
出
向
い
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
は
併
せ
て
六
甲
山
を
観
光
し
、

楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。 

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

関
係
者
皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

         

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
会
便
り 

 
 

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

い
た
だ
い
た
浄
財
は
、
人
道
援
助

宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｒ
Ｎ
Ｎ

を
通
じ
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
託
さ
れ
ま
す
。 

 

☆
志
納
金 

三
三
、
八
五
〇
円 

 

令
和
四
年
六
月
七
日
～
九
月
三
日 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金 

一
二
、
四
六
七
円 

中
村
久
美
子
、
佐
藤
恭
子
、
白
神
美
保
、

原
田
清
子
、
三
宅
詠
子
、
穐
田
靜
江 

 東
日
本
大
震
災
救
援 

 
 

八
、
五
九
二
円 

佐
藤
恭
子
、
橋
本
時
夫
、
白
神
美
保
、

原
田
清
子
、
三
宅
詠
子
、
穐
田
靜
江 

 ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援 

一
二
、
七
九
一
円 

家
守
徑
子
、
伊
藤
圭
子
、
中
村
久
美
子
、

佐
藤
恭
子
、
土
屋
敏
子
、
白
神
美
保
、

原
田
清
子
、
穐
田
靜
江
、
西
田 

        

長泉寺ボランティア基金会 

寄付金の受付 
  
ゆうちょ銀行 総合口座 

15460 30539111 
  
郵便局以外の金融機関から 

振込む場合は 

【店名】五四八 【店番】548 

【預金種目】普通預金 

【口座番号】3053911 
 
ご協力をお願いします 



訃
報 

Ｓ
・
ウ
ィ
マ
ラ
師 

ご
逝
去  

        

当
山
と
長
年
に
わ
た
っ
て
深
い
交

流
の
あ
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ネ
セ
ッ

ク
財
団
理
事
長
で
同
国
ラ
ン
ム
ト
ガ

ラ
寺
住
職
シ
ラ
ガ
マ
・
ウ
ィ
マ
ラ
師

が
本
年
五
月
四
日
、
享
年
七
十
歳
に

て
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｓ
・
ウ
ィ
マ
ラ
師
は
、
同
国
で
孤

児
院
を
設
立
し
、
内
戦
に
よ
っ
て
産

ま
れ
た
多
く
の
孤
児
の
父
と
な
り
、

ま
た
師
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
日
本
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
架

け
橋
と
し
て
仏
教
交
流
に
も
熱
心
で

し
た
。
当
山
に
祀
ら
れ
る
弁
才
天
像

や
樂
陽
廟
二
階
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
な
ど

は
、
Ｓ
・
ウ
ィ
マ
ラ
師
か
ら
の
ご
寄

贈
で
す
。 

生
前
の
御
遺
徳
を
讃
へ
、
哀
悼
の

誠
を
捧
げ
ま
す
。 

合 

掌 

樂
陽
廟
一
階 

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
完
了 

 
 

 

こ
の
度
、
七
月
中
旬
よ
り
行
っ
て

い
ま
し
た
樂ら

く

陽よ
う

廟
び
ょ
う

一
階
の
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
が
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

同
所
に
は
納
骨
壇
が
新
た
に
増
設
さ

れ
、
檀
家
の
皆
様
に
限
り
、
ご
利
用

い
た
だ
け
る
準
備
も
整
い
ま
し
た
。 

 

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
別
紙
「
ご

利
用
案
内
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

        境
内
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

 

総
代
会
は
今
秋
、
当
山
境
内
の
山

門
横
に
あ
る
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
車

イ
ス
に
乗
ら
れ
て
い
る
御
方
で
も
使

用
し
や
す
い
よ
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
行
う
こ
と
を
決
議
。
九
月
中
に
施

工
い
た
し
ま
す
。 

我が

慢ま
ん

と
は
？ 

 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ

れ
ま
で
、
今
日
よ
く
用
い

ら
れ
る
け
れ
ど
実
は
イ
ン

ド
由
来
の
言
葉
、
と
い
う

も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

「
我
慢
」
で
す
。 

「
我
慢
」
は
、
イ
ン
ド
語
で
は

「
ア
ー
ト
マ
マ
ー
ナ
」
と
い
う
の
で

す
が
、
ア
ー
ト
マ
ン
が
「
我
」
、
マ

ー
ナ
が
「
慢
」
と
漢
訳
さ
れ
た
と
こ

ろ
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
す
。
意
味

は
「
我
」
が
「
慢
」
、
つ
ま
り
自う

ぬ

惚ぼ

れ
る
、
自
分
に
執
着
す
る
と
い
っ
た

こ
と
で
、
否
定
的
な
意
味
合
い
の
言

葉
で
す
ね
。 

ま
た
、
「
ア
ハ
ン
カ
ー
ラ
」
と
い

う
イ
ン
ド
の
哲
学
用
語
が
あ
っ
て
、

ア
ハ
ン
が

「

私

」
、

カ
ー
ラ
が

「
行
為
」

と
い
う
意

味
な
の
で
す
が
、
「
私
が
行
為
す
る

（
行
う
）
」
と
い
う
こ
と
を
以
っ
て

「
自
我
意
識
」
を
指
す
言
葉
で
す
。

こ
れ
も
中
国
語
で
は
「
我
慢
」
と
訳

さ
れ
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
「
我
慢
」
は
、
仏
教
に

お
い
て
戒
め
る
べ
き
「
七し

ち

慢ま
ん

」
の
中

に
出
て
き
ま
す
。
七
慢
と
は
、
慢
、

過
慢
、
慢
過
慢
、
我
慢
、
増
上
慢
、

卑
下
慢
、
邪
慢
の
七
つ
で
、
う
ぬ
ぼ

れ
る
、
思
い
上
が
っ
て
し
ま
う
と
い

っ
た
煩
悩
の
種
類
を
指
し
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
今
日
、
「
我
慢
」
は
良

い
意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

「
我
慢
の
子
で
あ
っ
た
」
と
か
「
我

慢
強
い
人
は
立
派
だ
」
と
か
。
人
間

は
大
人
に
な
る
過
程
で
我
慢
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

イ
ン
ド―

―

中
国―

―

日
本
と
変

遷
し
て
き
た
「
我
慢
」
で
す
が
、
意

味
が
逆
転
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
言

葉
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。 

 
 

続 
 

 

参
照
『
仏
教
語
源
散
策
』
（
角
川
文
庫
） 

日本語と真言宗 
名誉住職 光研 



                          

 

                         

       

可能な御方に限り、『いづみ』のペーパーレス

化にご協力いただいております。※すでにご登

録をいただいたお方には感謝申し上げます。 

ご対応いただけます檀徒様には、下記アドレ

スまでお名前とご住所をご送信下さい。 

idumi@chosenji.net 

 

 

     

 
 

長泉寺 将 棋 ク ラ ブ 
  
毎月一回 客殿で開催中 参加無料 

 

■53回目 

9 月19 日（月祝） 13：30－16：00 
 

■54回目 

10 月30 日（日） 13：30－16：00 
 

いつも集まったメンバーで楽しくやっていま

す。どなたでもお気軽にご参加ください。 

※コロナの状況によって、変更になることが

あります。事前にお問合せください。 

いづみ ペーパーレス化 

長泉寺ホームページをぜひご活用下さい ⇒ https://www.chosenji.net 

住職のブログ、月行事日程、文化教室のご案内など長泉寺の様々な情報がご覧になれます 

創
作
手
描
友
禅 

  
 
 
 

当
山
檀
徒
で
あ
り
友
禅
作
家
の
猪
股
洋
子
さ
ん
が
、 

今
春
落
慶
し
た
「
玉
佛
堂
」
で
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
      

月 

３
日
（
月
）
～
８
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
前 

 

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
） 

於 

長
泉
寺
玉
佛
堂 

猪
股
洋
子
と 

華
の
会 

記
念
展 

 

鏧 け
い

子 す

布
団 

施
主 

田
中
か
お
る
（
万
倍
） 

奉 

納 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

人間の尊厳を生き 今ここに安らぐ 

永代供養樂陽廟 合同追悼法会 春秋祭 

11 月21 日（月）10 時～ 於：玉佛堂 

戦没者精霊供養 平和祈願法会 
同日 11 時～ 於：安らぎの塔 前 

霜月大師縁日法会 同日 9 時～ 於：本堂 

長泉寺文化祭開催（御室流華道教室・長泉寺書の会作品展示） 

10 

10 

長泉寺の縁日法会へ 
どうぞご参拝ください 
  

毎月 8日 本尊縁日法会 

〃 21 日 弘法大師縁日法会 

〃 28 日 不動明王縁日護摩供 
いずれも午前 9 時より 

 

8 日、21 日は法話と写経があります。 

28 日は護摩供養と不動真言念誦行をします。 


